
 

 

 
土偶が出土した竪穴住居1跡  4つの竪穴住居が連なって出土 奥より竪穴住居2→5跡   土器棺墓 
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　　　　参考　日本最古級のリアルな女性像表現の土偶出土を報じた永源寺相谷熊原遺跡　新聞記事整理



 



 

 

 

 

 

 

 



産経新聞 2009.5.30. 

まさに"縄文のビーナス" 最古級の土偶発見  

東近江・相谷熊原遺跡 

 
ふっくらした胸に、わずかにくびれた腰—。 

滋賀県東近江市永源寺相谷町の相谷熊原遺跡で見つかった土偶は、豊満な

女性をリアルに表現した１万３千年前の“縄文のビーナス”だった。 

子孫繁栄や安産のシンボルといわれる土偶。スタンプほどの大きさしかな

い超ミニサイズの人形に、古代人たちの深い祈りが込められていた。 

 

 今回の土偶は頭部が表現されておらず、首の部分に１ミリ大の穴が空け

られていた。調査担当の県文化財保護協会によると、現代のひな人形のよ

うに頭部を棒状の芯ではめ込むタイプではなく、穴を空けることで頭部そ

のものを表現した可能性があるという。 

縄文時代初めに誕生した当初の土偶は、頭部がなく胴体だけで表現されて

いるものが一般的だ。今回の出土品は乳房が強調されていたことから、子

孫繁栄を願うシンボルだったとみられる。 

顔が明確に表現されるのは、縄文中期（約５千年前）になってからという。 

 

 縄文文化に詳しい渡邊昌宏・大阪府教委参事は「とても小さい土偶で、

女性がお守りとして肌身離さず大切に持っていたのではないか」と推測。

「女性が『乳がたくさん出ますように』と祈りをこめたのかもしれない」と、

縄文人の心情に思いをはせる。 

 

 縄文初期の日本列島は、氷河期の終焉とともに海水面が次第に上昇し、そ

れまで中国大陸と陸続きだったのが現在の姿になったころとされる。一方、

地質学者らの研究によると、今回の土偶や竪穴住居跡が見つかった約１万３千年前は、地球規模で再び一時的に寒冷化し、現

在より平均気温が１０度以上も低かったとの説がある。 

京都大大学院の泉拓良教授（考古学）は、こうした気候変動に着目。 

「急激な寒冷化によって、縄文人は寒さをしのぐため、深さが１メートルもある半地下式の竪穴住居を築くようになった」と

し、「深くて大きな竪穴住居を築くには、集団で作業をしなければならず、人が集まることで新たな文化が芽生え、土偶が生

み出されたのではないか」と推測する。 

深さ１メートルを超える竪穴住居は、世界的にもシリアで出土した約１万２千年前が最古級とされ、泉教授は「今回の住居跡

は、国内どころか世界的にも極めて古い」と指摘した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土偶 粘土で女性をかたどった素焼きの人形で、縄文時代初めに出現。北海道から九州にかけて約１万５

千点が出土しているが、弥生時代になると突然姿を消す。歴史教科書などで紹介される派手な装飾や大き

な眼鏡をかけたような土偶は東北地方に多く、大半は縄文時代後期や晩期（約３千〜４千年前）に作られ

たとみられる。 

【写真説明】 

土偶が見つかった相谷熊原遺跡。 

国内最古級の大型竪穴住居跡も確認された

＝滋賀県東近江市（塚本健一撮影） 



産経新聞 2009.5.29. 

縄文初期の最古級土偶、竪穴住居跡出土 滋賀・相谷熊原遺跡 

滋賀県東近江市永源寺相谷（あいだに）町の相谷熊原遺跡で、縄文時

代初め（約１万３千年前）の土偶と大型竪穴住居跡が見つかり、県文

化財保護協会が２９日発表した。いずれも国内最古級で、縄文人の生

活や文化を知る上で貴重な資料になるとともに、従来は東日本が中心

とされてきた縄文文化が近畿でいち早く誕生した可能性も出てきた。 

 土偶は高さ３センチ、重さ１５グラムと極めて小さく、竪穴住居跡

から完全な状態で見つかった。頭部はなかったが、乳房が表現されて

いることから女性の上半身とみられ、子孫繁栄を願う象徴だったと推

測されている。これまで最古とされていた土偶は、約６０キロ南にあ

る三重県松阪市の粥見（かゆみ）井尻遺跡の２点で、今回とほぼ同時

期という。 

 竪穴住居跡は５棟分が見つかり、うち２棟分は直径約８メートル、

深さ１メートル近く。この時期の竪穴住居跡は全国で５０～１００例

見つかっているが、大半は直径３～５メートルで、異例の大きさだっ

た。大型住居を建てるには多くの労働力が必要なことから、この地域

の縄文人が集団で生活し、住居を築いた可能性もあるという。 

 現地説明会は６月６日午前１０時と午後１時半。近江鉄道バス・永

源寺車庫下車。 

 谷口康浩・國學院大准教授（先史考古学）の話「縄文文化は東日本

中心という説が有力だったが、近畿や東海を中心に早い段階から芽生

えていたのではないか。この時期は竪穴住居跡の発見例が少なく、定

住はなかったとの見方が強かったが、今回の発見で定住化が進

展していたことがうかがえる」 

 

  

 

 

 

 
 

相谷熊原遺跡から出土した国内最古級の縄文時代の竪穴住居跡

２６日午後、滋賀県東近江市永源寺相谷町（塚本健一撮影） 

土偶が出土した竪穴建物跡 

滋賀県東近江市（滋賀県文化財保護協会提供） 

滋賀県東近江市永源寺相谷町の相谷熊原遺跡で、 

出土した国内最古級の女性をかたどったとみられる土偶



 
毎日新聞 

土偶：国内最古級１体出土 滋賀の相谷熊原遺跡で 
2010年5月29日 17時31分 更新：5月29日 19時8分 

 

 滋賀県文化財保護協会は２９日、同県東近江市永源寺相谷町の相谷

熊原（あいだにくまはら）遺跡で、縄文時代草創期（約１万３０００

年前）の竪穴住居跡５棟が見つかり、国内最古級の土偶１体が完全な

形で出土したと発表した。同時期の住居群跡は全国で数例、土偶は三

重県の粥見井尻（かゆみいじり）遺跡で２点しか発見されていない。

移動生活から定住が始まった時期の暮らしや文化がうかがえる、貴重

な発見となりそうだ。 

 発見された土偶は高さ３．１センチ、最大幅２．７センチ、重さ１

４．６グラム。女性の胴体のみを、胸や腰のくびれも優美に表現し、

底は平らで自立するのが特徴だ。上部に直径３ミリ、深さ２センチの

穴があり、棒で別の頭部をつないだなどの可能性もある。 

 相谷熊原遺跡は、三重県境の鈴鹿山脈から流れる愛知（えち）川の

南の河岸段丘にあり、山間地と平野部が接する場所にある。竪穴住居

群は、緩い斜面約１００メートルの間に５棟連なって確認された。規

模の分かるものは直径約８メートルのいびつな円形で、深さ約０．６

～１メートルと、これまでの例より深く、しっかりした構造だった。

作るのに相当な労力がかかる上、多くの土器や石器も出土しており、

一定時期でも定住したことが考えられるという。 

 現地説明会は６月６日、午前１０時と午後１時半の２回。雨天決行。

問い合わせは県文化財保護協会（０７７・５４８・９７８０）。【南文枝】 

 
 
 

 

 

縄文時代草創期の竪穴住居跡から発見された土偶

滋賀県東近江市永源寺相谷町で、南文枝撮影 
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